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研究の目的、概要、期待される効果

層状化合物は、一辺がマイクロメートル程度、
厚みが1ナノメートル程度の板状無機結晶が積層
した材料群です。その層間には、様々な化学物質
を取り込む性質を有しており、種々の機能をもっ
た複合体を作成することが可能です。
我々は、有機色素や金属錯体を基本とする光学

応答性の化学種と層状化合物を複合化することで、
新規光機能性材料の創生を行なっています。我々
が開発した材料の特性の一部について紹介します。
溶液中での光反応は、拡散衝突現象に支配され

るため、拡散値より早い反応を進行させることは
極めて困難ですが、粘土化合物に色素を固定化す
ることで、溶液の１千万倍もの反応加速が観測さ
れました。
有機色素は、多彩な吸収・発光特性を示します

が、通常は溶液として扱われます。無機材料は、
光物性の調整が比較的困難です。両者の利点を利
用した、透明薄膜状の発光材料の合成に成功しま
した(右上)。
近赤外領域の光は、その特異性から、医療診

断・熱線カット・不可視材料など様々な応用が期
待されているエネルギー領域の光です。層状化合
物中で銀ナノ粒子を成長させることで、強い近赤
外応答特性を示す材料を作成しました(右下)。 強い近赤外応答特性を有する複合材料

高い発光効率を有する、無機層状化合物/色素複合体透
明膜の発光特性。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・光機能材料（エネルギー・表示素子・医療診
断・インクなどなど）が関わる開発であれば、
分野は問いません。我々が考えてない分野の企
業様も大歓迎です。

発光・吸収分光を得意としており、上記材料
以外にも分析可能です。有機合成・無機合成の
両方を行なっており、光が関連すれば、多彩な
材料展開が可能です。

新規無機層状化合物/色素複合体の開発と合成
～ 光機能性材料の創生 ～
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